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A Pregnant Woman Insisting on Boarding a Plane:






Physiological conditions of human inevitably control its body. In that sense,a human
 
body is said to be“natural”. Meanwhile it has a lot of variations in the way of movement
 
or usage,apparently determined socially. Alternatively,human body is more emphasized
 
on the aspect of the tool of social representation,as an entity putting something purposely
 
or“read”intentionally,than on the aspect of biological body.
These are“naturalness”and “culturality and/or sociality”of human body,analyzed
 
here by focusing on emesis gradidarum of pregnant women.
Emesis gradidarum is a “natural”reaction to pregnancy. However, cultural-social
 
context of a pregnant woman restrict the way of expression of emesis gradidarum. That
 
is,social meanings represented by pregnant women’s body are discussed by variation of
 





























































































































































































































































































































































































































～1975 ～1980 ～1985 ～1990 ～1995 ～2000 ～2005
合計
酸 味 果 実 3 3 5 7 4 3 3 28
甘 味 果 実 1 1 1 1 4
缶 詰 1 1 2
菓 子 1 1 2
酒 1 1
汁 ソ バ 2 2
ニ ン ニ ク 1 1
イ ノ シ シ 肉 1 1
非 食 物 1 1 2
な し 1 3 1 5













































































































































Bateson, G. & Mead, M. 1942 Balinese Character,






























Obeysekere,G. 1963 Pregnancy Cravings (Dola-duka)
in Relation to Social Structure and Personality in a
 












山本博之 2007年 『脱植民地化とナショナリズム 英領
北ボルネオにおける民族形成』，東京大学出版
?注>
１)コタキナバルはマレーシア・サバ州の州都であり、空
港がある街としては本研究の調査地から最も近い。ラブ
アンは、サバ州の西海岸に浮かぶ島である。コタキナバ
ルからほど近く、飛行機では20分ほどである。
２)現在サバ州となっている地域（旧・英領北ボルネオ）
の先住民は、1963年にイギリスから独立してマレーシア
連邦に加盟する際、自らの権利を守るべく「カダザン族」
として結集し、マレー化、つまりイスラム化されない保
証を獲得した。その後、「カダザン族」の民族文化運動が
隆盛する一方で、その民族名が指し示す民族集団の範囲
をめぐって激しい議論が交わされた（山本 1993，2002，
2007，上杉 1999）。現在、「ドゥスン族」は、公的機関
や人口統計、特に政治的な場面においては、サバ州西海
岸に居住する「カダザン族（Kadazan）」を称する人々を
中心に、複数の民族集団とあわせて、「カダザンドゥスン
族（Kadazandusun）」と集合的に称されるのが一般的と
なっている。
３)この２例のうち、ひとつは、「蛍光灯の明かりを見つめ
たくなった」というもの。もう一例は、ビンロウの実に、
タバコとキンマの葉、さらに石灰を加えて作られる siri
と呼ばれる女性向けの伝統的嗜好品が欲しくなった、と
いうものであった。
⎧
｜
?⎩
2010年11月30日 受付
2010年12月16日 受理
⎫
｜
?⎭
― ―56
